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キリストを中心とする聖書を基盤とした教育
１．私達の教育方針

　　教育とは主に、神の御言葉（みことば）を生活に適用することを学ぶ過程であって、人生における神の目的を十分に理解し、また神を感謝し、その創造物の素晴らしさをより良く理解するのを助けてくれるものだと、私達は信じています。「聖書は、すべて神の霊感を受けて書かれたものであって、人を教え、戒め、正しくし、義に導くのに有益である｡｣（第２テモテ3:16）　こうした教育という過程を通ることは、個々の選択に任されているのではなく、神によって命じられたことであって、子供だけではなく、大人のクリスチャンにも求められているのです。神の御言葉は、こう指示しています。「子をその行くべき道に従って教えよ、そうすれば年老いても、それを離れることがない。」（箴言22:6）「あなたは真理の言葉を正しく教え、恥じるところのない錬達した働き人になって、神に自分を捧げるように努め励みなさい。」（第２テモテ2:15）

　　人間の人生における目的と真理は全て、神から来ると私達は信じています。ですから、神とその御言葉は、子供達の教育と同様に、その子の人生の中心に置かれる必要があるのです。子供が学ぶ事、及び行動や態度、信仰を深めていくことは、とても大切な神との関係の一部となり、それは、子供と、その子が生涯を通じて影響を与える人々の双方に、永遠に渡る影響を及ぼすことになるのです。極めて重要なこのクリスチャン教育及び訓練を妨げたり、それに一致しないか、それから関心をそらさせる教育や、科目、学習環境、影響、教えは、いかなるものでも神の御旨に反すると、私達は感じています。

　　クリスチャンである親として、子供を訓練することは、道徳的な義務であり、また、聖書の命じていることなのです。こういう訳で、私達は子供達に家庭で教育を受けられる優れた環境を提供しています。このような教育は、子供達一人一人が、独自の才能や素質や能力を発見したり、深い意味で子供が直接神のことを知ったり、イエスの人生を自分の人生に反映できる才能を伸ばす助けになります。私達は、クリスチャンの生活様式や環境や教育を子供達に提供する事が、子供達の成長と幸福のために極めて重要なだけではなく、このようにして神とその御言葉に対して従順になるよう子供達を訓練する事は、私達にとって道徳的な義務であると信じています。

２．私達の子供達は、自分が生まれた家庭の信仰に基づいた教えを受ける権利があります。

　　環境は子供の精神に大きな影響を与えます。クリスチャンであれ、仏教徒であれ、イスラム教徒であれ、誰であっても、信仰心を持つすべての男女には、自分達の宗教を信じ、それを実践し、自分の信仰を他から邪魔される事なく、自分の子供達に教える権利があります。ですから政府や政府機関は、宗教的な信条について指図する権利を有してはいないと、私達は信じています。地方行政機関とその職員が、ある宗教は承認しておきながら、別の宗教は中傷し、迫害するのは、職権乱用であると思います。

　　私達が聖書で理解している事や、聖書に記されている信条と正反対の事柄を、私達の子供達が、さも真実であるかの様に教えられる事には断固として反対します。

３．私達の子供達の教育は聖書を中心としています。

　　私達の子供達に施す教育と世話は、人類すべてに対する神の御心( みこころ) と神からの言葉が聖書に記されているという事実に基づいています。さらには、聖書には、私達に対する永遠の救いについての神の計画が記されており、クリスチャンを信仰において成長させ、導き、強めるためにも、聖書は欠かすことの出来ない役割を果たしています。罪のゆえに、人間は創造主との親密で、身近で、重要な関係を失ってしまい、そして神から遠く離れ、その理解力が鈍くなってしまいました。しかし神は、その大いなる愛と憐れみのゆえに、神の御子イエス・キリストに対する信仰を通して、神との関係を回復する方法を与えて下さったのです。聖書には、人間の苦難の歴史と、神の愛と導きの記録、そして救われるための方法が明確に記されています。

４．私達が使っているカリキュラムは、聖書を基盤としたものです。

　　私達の勉強する主題はすべて、聖書の見解を通して学びます。私達が聖書を勉強するのは、神の御心を知るため、自分の人生や行いを、神の御言葉の基準に照らして判断するため、神に喜ばれる者となるよう、聖書に従って自分の行動を改めるためです。

　　昔から大勢の偉人達が、聖書が人類の歴史において果たした重要な役割に敬意を払ってきました。ここで、聖書について偉人が語った言葉のほんの一部をご紹介します。

　　ナポレオン・ボナパルト－－（かつてのフランス皇帝。）「聖書は単なる書物ではない。聖書は、それに反対する全てのものを征服する力を持つ生きた物である。アレキサンダー、シーザー、カール大帝、そして私自身も帝国を築いてきたが、そのような奇才が築き上げてきたものは、いったい何に依存しているのか？－－武力である！　イエスだけが、その帝国を愛の上に築かれた。そして今日に至るまで、イエスのためなら喜んで死ぬ者たちが、何百万人といる。」

　　ウィリアム・グラッドストーン－－（1868年から1894年まで、英国の首相を４期務める。）「私が考える全ての事、私が望む全ての事、私が書く全ての事、私の生き甲斐である全ての事は、イエス・キリストが神の御子であることの上に築かれており、キリストは私の粗末な人生においての、何よりの喜びである。私は、この時代に偉人と呼ばれる95人の人を知っている。そしてその内の87人は、聖書に従う人々だった。」

　　ジョン・アンブロシウス・フレミング卿－－（英国の発明家。）「聖書は、人によって書かれてはいるものの、人間の思考の産物ではないという証拠は多々ある。宇宙の創造主が私達と交信する手段として、聖書は、数え切れない程の人々によって、常に崇められてきた。」

　　セオドア・ルーズベルト－－（米国26代大統領。）「聖書の知識を十分に得ることは、大学教育以上の価値がある。生涯の仕事を通して人間の数々の偉業に貢献してきた人の殆ど誰もが…おもに聖書の教えを基盤として、生涯の仕事を築き上げてきた。」

５．教育は、永久的な効果をもたらします。

　　神の御言葉にある通りに、聖霊によって達成される救いと神への復帰がなければ、人生は結局、意義も目的もないものとなります。人の造り上げたものがやがて朽ちていくのと同様、神の力によって支えられるのでないならば、人も必ず滅びるのです。私達は、この世に生を受けた人は誰でも、最後には神の前に呼ばれ、自分の生涯について言い開きをしなければならず、自分がしたことや言ったことに応じて裁かれるようになると、深く信じています。そして、自分自身や他の人々を、その時、つまり誰もが経験する人生の決定的な瞬間のために備えるという、重大な任務のために、神に召され、任命されたのだと私達は感じています。その時決定的な瞬間にイエスは人それぞれに応じて、「わたしの父に祝福された人たちよ、さあ、世の初めからあなたがたのために用意されている御国を受け継ぎなさい。」あるいは、「のろわれた者どもよ、わたしを離れて、悪魔とその使たちとのために用意されている永遠の火に入ってしまえ。」（マタイ25:34,41）と言われる事でしょう。私達は、神への務めや、道徳的な義務として他の人達の精神的な助力となる事を、子供達に理解させるという道徳上の義務を負っているのです。

　　イエスは、御自身を信じる人々は、人生において「実を結ぶ」ようになるために、イエスに引き続きつながっていなければならないと、はっきり言われました。「わたし［イエス］から離れては、あなたがたは何一つできないからである。あなたがたはキリストにあって、すべてのことに、すなわち、すべての言葉にもすべての知識にも恵まれている。」（ヨハネ15:5、第１コリント1:5） 聖書には、これらの聖句のように、主につながり、主の御言葉を勤勉に学び、それに従うためにできる限りの努力をすることはとても大切だという、私達の確信を深めてくれるものが、他にも数多くあります。私達が、その努力をするか否かによって、私達が永遠という視野で見た時に、どのような影響を及ぼすかが決まってくるのです。

６．神への献身は、人が随意に選択するものではなく、神の求めておられることです。子供達に与える事のできる最高の教育とは、神に奉仕する人生に備えて、子供達を訓練することです。

　　神への完全なる献身と、生涯に渡る奉仕は、全てのクリスチャンが目指すべきものであり、それと同時に、主が与えて下さった子供達にもそのことを忠実に教え、心に培うべきだと私達は堅く信じています。神への奉仕は、それを選ばなかったとしてもどうということのない単なる職業的な選択ではないし、特別に選ばれたほんの僅かの人に任されているのでもありません。神への完全な献身は、信じる者すべてに期待され、求められていることだと私達は信じています。それゆえに私達は、子供達がその人生のゴールに到達できるよう、幅広い訓練を与え、準備させているのです。

　　聖書の中のイエスの言葉やその他の聖句には、この事がはっきりと記されています。「第一のいましめはこれである。心をつくし、精神をつくし、思いをつくし、力をつくして、主なるあなたの神を愛せよ。あなたはわたしのほかに、なにものをも神としてはならない。あなたの神、主があなたに求められる事はなんであるか。ただこれだけである。すなわちあなたの神、主を恐れ、そのすべての道に歩んで、彼を愛し、心をつくし、精神をつくしてあなたの神、主に仕えることである。主のあかしを守り、心をつくして主を尋ね求める者はさいわいである。だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで他方をうとんじるからである。あなたがたは、神と富（物質主義や、世俗的な野心）に兼ね仕えることはできない。二心の者は、その全ての行動に安定がない。イエスは言われた、手をすき（神への献身と奉仕）にかけてから、うしろを見る者は、神の国にふさわしくない。イエスは自分を信じたユダヤ人達に言われた、もしわたしの言葉のうちにとどまっておるなら、あなたがたは、本当にわたしの弟子なのである。朽ちる食物（この世の物）のためではなく、永遠の命に至る朽ちない食物のために働くがよい。これは人の子があなたがたに与えるものである。父なる神は、人の子（イエス）にそれをゆだねられたのである。」（マルコ12:30、出エジプト記20:3、申命記10:12、詩篇119:2、マタイ6:24、ヤコブ1:8、ルカ9:62、ヨハネ8:31、ヨハネ6:27）

　　私達の教育目標は、私達のすべての子供達が、主への奉仕において、幸せで、実り豊かで、充実した人生を送るために、必要とされている知識や技能や能力を身につけるのを助けながら、彼らの内に、神への完全な献身をはぐくみ、立派なクリスチャンの弟子に育てることです。世界中で、様々な言語を話す、何万もの人々に奉仕することが要求されている宣教師としての生活には、あらゆる面での高水準の訓練と教育が必要とされます。それゆえ、私達が信仰面の訓練や、神への奉仕における訓練を強調しているからと言って、仮に、子供達が普通職に就くためや、一般の教育を受けるために、私達の生活様式を捨てる決心をしたとしても、社会の様々の必要に順応できる良き教育を受けているので、問題を抱えることはないのです。子供達は、他の職業技能についても多くの実務訓練を受けています。そして私達の学科訓練や職業訓練は、一般の生徒達が受けることが出来る訓練と同等であり、より優れていることもしばしばです。

７．神を中心とした教育を受けるには、不信者から離れて、神を敬い神の言葉を第一に尊ぶような環境で学ぶことが必要です。

　　私達は教育において、優れた読み書きの能力や、高いレベルの一般知識を身につけることを奨励していますが、それ以上に大切なことは、聖霊の力や、御言葉、主の創造物、聖書に基づいた人生観、そして神の御子イエス・キリストを通して神が明らかにされる神の真理を促すような環境の中で学習することだと考えています。私達の子供達は、この真理を事実として教えられるだけでなく、日々の生活の中でそれを自ら応用し、さらに探っていく機会に恵まれているのです。というのも、イエス・キリストのために自らの人生を捧げている親及び他の人達から教わっているからです。

　　各々の子供は、神をほめ称え、神に栄光を帰する建設的な環境において、神から授かったそれぞれの才能や能力を発見し、それを伸ばす機会が与えられています。

　　私達の子供達は不信者と共に教育を受けるべきではないと、私達は信じています。聖書はこう命じています。「不信者と、つり合わないくびきを共にするな。義と不義となんの係わりがあるか。光と闇となんの交わりがあるか。キリストとベリアルとなんの調和があるか。信仰と不信仰となんの関係があるか。神の宮と偶像となんの一致があるか。わたしたちは、生ける神の宮である。神がこう仰せになっている、わたしは彼らの間に住み、かつ出入りをするであろう。そして、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となるであろう。だから、彼らの間から出て行き、彼らと分離せよ、と主は言われる。そして、汚れたものに触れてはならない。触れなければ、わたしはあなたがたを受けいれよう。そしてわたしは、あなたがたの父となり、あなたがたは、わたしのむすこ、むすめとなるであろう。全能の主が、こう言われる。」（第２コリント６：１４－１８）

　　子供達をその行くべき道に従って訓練するというのは、子供達が、優しく、愛情深く、赦しの心を持ち、正直で、神とその奉仕に献身的な人となり、主に依存し、また信頼し、神の御言葉に対する渇望や、神の御心と方法を理解したいという願望を持つように教える事です。そしてそれはなかなか大変な特別な仕事で、信仰こそがこれを成し遂げる力を与えてくれるのです。

８．一般社会での教育目的は多くの場合私達の信条や価値観、ゴールと異なっています。

　　1828年から1842年までラグビー校（イギリスの有名な中等学校）の校長を務めたトーマス・アーノルド氏は、教育の目的とはまず宗教と道徳的教え、次に礼儀正しい振る舞い、それから知的能力であると述べています。現代の教育が、その優先順序からどれほど離れてしまった事でしょうか！　ごく当り前のものとなっている学力テストでさえ、ほんの幾つかの選ばれた学科での成績をはじき出すだけです。そういったテストをしても、子供の人生ではるかに重要と思える分野の能力を知ることはできません。例えば、クリスチャンらしい生き方、人格、決断力やリーダーとしての能力、創造性、コミュニケーション能力、他の人達への尊敬や思いやり、他人とうまくやっていく能力、寛大さ、優しさ、忍耐、粘り強さ、ユーモアのセンス、明るさ、信仰、確信、堅い決意、感謝など、バランスのとれた教育で怠ってはならない不可欠な性質のことです。真に教育の質をはかるには、テストの成績や学習テクニックだけでなく、教育を受けている子供の全般的な面を見なければなりません。

　　それゆえに、子供達に宗教に基づいた教育やしつけを与えることは、神に対する私達の道徳的責任であると信じます。世間における教育では、物質主義的、人間至上主義的なゴールや基準が幅をきかせているので、子供達が一般の学校に行って、そのような教えに無条件に従うなら、精神的にも道徳的にも、非常に危険な状態に陥る可能性があると私達は考えます。世俗的な価値観や、世俗的な物の見方を子供達に押しつけられることは、私達にとって、宗教の弾圧であり、子供達にとっても深刻な道徳的危機にさらされる事です。それは信条の軽視であり、宗教的権利の侵害なのです。「あなたがたは今後、異邦人がむなしい心で歩いているように歩いてはならない。彼らの知力は暗くなり、その内なる無知と心の硬化とにより、神のいのちから遠く離れている。実を結ばないやみのわざに加わらないで、むしろ、それを指摘してやりなさい。あなたがたは、この世と妥協してはならない。むしろ、心を新たにすることによって、造りかえられ、何が神の御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことであるかを、わきまえ知るべきである。」（エペソ4:17,18、5:11、ローマ12:2）

９．私達の子供達は、宗教訓練に加えて、一般教科の教育も受けています。

　　社会では、読み書き能力や教育を一定のレベルに維持することを願って、教育上の最小限の要求事項が設定されていることを、私達は理解し、また尊重していますし、高い基準の読解力や教育は、絶対に必要だと信じています。私達はすべてのコミュニティーで、これを達成し、維持しようと日々努めており、子供達は皆、読み書き、数学、科学、社会科、外国語、保健体育、それに音楽、美術、演劇などのしっかりとした基礎教育を受けています。時に応じて、認定された学力テストを受けさせており、年に１回私達自身で行なうテストでも、子供達は常に良い成績を収めています。公立学校に通う子供達よりも良い成績を収める事もしばしばなのです。

　　私達の子供達は綿密に計画された、秩序正しい、進歩的なカリキュラムにそって教えており、そのカリキュラムは、新しい本やビデオやオーディオ、コンピュータープログラムなどを使って拡充され、常に新しいものも取り入れています。そういった教材は、クリスチャンやホームスクール関係の会社の教材に限らず、有益な教育方法やアイデアを提供しているものであればどんなものからでも採用しています。

　　しかし中高生ぐらいの年齢になると、ある特定の教科、とりわけ高度な数学や、科学技術などは、バランスのとれた効果的なクリスチャン教育においては、さほど必要ではなく、あまり関連もないと言えるでしょう。代わりに、生徒は、職業上の必要や、自分の興味に応じて、自由に特別な学科を学ぶことができます。私達は、何の目的もなくただ勉強するといったことは奨励していません。私達は、時間的に効率良く若者達を教えようとしているので、世間の児童・生徒がしているような将来役に立つかどうか疑わしい学科の全てを学習する必要があるとは考えていません。

１０．全学習科目は神がどのように見ておられるかという観点から検討されます。

　　語学並びに読解力は神からの特別な賜物、神によって造られた能力であり、天地創造の時に人類に与えられたものと考えています。私達は読み書きを重要視しており、非常に幼い時から子供達に教え始めます。会話能力は神のメッセージを世界に正しく伝えるために必要な技能なので、それは特に重んじられ強調されています。私達の子供達は、表情豊かに明瞭に発音し、何でもオープンに話し、独創的で、問題解決能力をもち、質問に答えたり、指示を与えたり、また指示に従ったりするよう訓練を受けています。子供達は、語学力を使って色々な事をするのを楽しみます。例えば、手紙を書く、何かを検討する、話し合う、自分の意見を表現する、スピーチを行なう、討論する、ミーティングを導く、インタビューをする、外国語を学ぶなどです。

　　数学においては、実生活への応用に重点をおき、計算能力、理解力、問題を解くこと、数学的な原則の応用を中心に教えられます。数学の原理の一貫性は、神の秩序と正確さを示しています。数学の原理やその絶対不変の性質は、神が創造され、維持されておられるからこそ存在するものです。聖書には、ノアの箱舟の設計から（創世記６：１５）、聖なる都の大きさに至るまで（黙示録２１：１６，１７）、数字を使用している例がたくさん述べられています。

　　社会学は、宗教、歴史、地理、経済、政府、指導者、人種、社会問題、人間関係など、人に影響をもたらす人生のあらゆる側面において神の計画や、目的、存在を理解するためにあると考えています。聖書は、先にあげた学習分野の一つ一つに関して、多くの事を語っており、それらを通じて、人類がこの世にいる間に、いったい何を学ぶべきなのかを明白に示しています。私達の子供達は、世界と世界の人々、社会問題、人類の状態についてよく学んでいます。私達と共に宣教活動に参加し、様々な国を旅することはその助けとなっています。

　　子供達にとって社会学は非常に興味深くかつ、実生活にあてはまる科目であり、聖書を通して、人類の歴史、民族の起源、国家と言語の発達などについて学ぶことができます。また世界には善悪両方の目に見えない勢力があり、それが政府やその統治者達を形作り、影響していること、また聖書を通じて未来は神によってすでに予告されており、私達が今生きているこの時期は、何世代も前からすでに予告されていたことを学びます。子供達は、現代の出来事を過去の預言と照し合わせて、自分達が生きているこの時期が、イエスが地上に戻ってこられる前の人類の歴史最後の素晴らしい時期なのかどうかを知ろうとするので、国際ニュースや社会の情勢にも大きな関心を寄せています。

　　科学とは、神の素晴らしい創造物がどのように創られたか、どのような働きをするかに関する知識や原則を学ぶ科目と考えています。ニュートン、ガリレオ、マックスウェル、ケルビンのような、神を敬っていた科学者達は、科学が正しく教えられ、理解されるなら、聖書と完全に一致するものになるということを教えてくれました。科学を勉強するのは、それを、驚くべき神の創造物について学び、素晴らしい機会と考えているからです。そして、私達が住んでいるこの素晴らしい世界に関する多くの質問に答える権威、および導きとして聖書を使っています。創造自体が、創造主の測り知れない緻密さとその知的な設計を現しており、また神の知恵だけではなく、その御手の業への愛情深い思いやりも示しています。「神の見えない性質、すなわち神の永遠の力と神性とは、天地創造このかた、被造物において知られていて、明らかに認められる。」（ローマ1:20）

　　私達は、ダーウィンの偽りの教義や、根拠もなく間違っている進化論を支持するような世俗の教えは受け入れ難いと考えています。進化論は、神の存在を無視し、神を過去にしまいこみ、創造は、計画、創造、秩序、適合などが、何らかの自然発生的な形で起こった結果であると言っています。また、神を無視したり神が身近に働いて下さっていることや、私達の周りにある神の永遠の存在から目を離させようとするようないかなる説明にも同意しません。

　　音楽は、人の魂に直接影響を与えることができると私達は考えています。音楽によって表現することは、神の与えて下さった最も楽しい賜物の一つだと感じています。音楽は、人間の深い感情や経験を表す世界共通言語のようなものです。私達のコミュニティーでは、昔からある伝統的音楽や新しく作られた音楽を共に楽しんでいます。音楽は真理を示し、教え、訓戒し、喜びに満ちた心を表現する道具のようなものです。それは、信仰の生活においても、非常に意味深い部分を担っており、神との関係や他の人との関係をより深いものとするのに役立っています。幼い子供も音楽活動を楽しんでおり、歌ったり、踊ったり、手をたたいたり、足踏みしたり、楽器を使ったりするよう奨励されています。私達の子供達はそういった活動に参加するのが大好きで、それを通して劇を演じたり踊ったりする能力や、メロディー、リズム、ハーモニーなどの理解、独創的表現力を身につけています。皆様に提供しているオーディオ・テープやミュージック・ビデオは、子供達がコミュニティー内で経験する、豊かで創作的な音楽活動のごく一部を示したものに過ぎません。

　　工芸技術と職業訓練は、理論や教科書による授業と共に、実地訓練を通して教えられています。若者達は様々な技術及び職業技能において非常に熟練しています。私達は、理論だけを教えて実践しなかったり、現実的でないアイデアを教えたり、行動の伴わない思想を教えることは信じていません。若者達が技術面での知識や技術を修得している間、実際に責任を受け持つことになるので、働く上での安全観念や責任者としての知識を身につけることが強調されています。また、おもに誰かと共に実際に働くことを通して教えたり、学んだりすることが多いので、他の人との協調の内に働く能力や、指導能力を身につけています。

　　家庭科は、私達のコミュニティーでは実生活を通して学んでいます。子供達一人一人は、家事の仕事を色々学ぶだけでなく、家の手入れや維持の方法を学ぶ機会も多くあり、それを通して大人になる準備をします。家庭科の訓練には、料理、裁縫、家事、家の手入れ、並びに赤ちゃんや幼い子供達の世話などがあります。

　　保健体育は、神から与えられた体の世話をするという観点から教えられています。健康的な習慣、食事、栄養については幼い頃から教えられています。体育については、いつでもできる時に、日々、健康的な運動や野外活動などをするよう奨励しています。お互いに対して攻撃的になったり、競争心をむきだしにしたり、ゲームや運動の最中に激しいライバル意識を持ったり、腹を立てたりするのは、正しくない振るまいだと考えています。私達は、各々の活動に、適切な聖書からの原則や祈りを取り入れて、生徒間の関係がより良いものになるよう努力しているのです。

１１．単に知識を身につけるだけでは、真の教育とはいえません。

　　「知識は人を誇らせ、愛は人の徳を高める。」（第１コリント8:1）　膨大な量の世俗の知識や能力をいくら身につけることができても、自分の魂を失うなら何にもなりません。「人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、何の得になろうか。また人はどんな代価を払って、その命を買い戻すことができようか。」（マルコ8:36,37）

　　神は、世俗的な知恵や知識を、愚かなものと見ておられ、そうした知恵や知識で人間の魂を救ったり、変えることはできないと、聖書は警告しています。実のところ、それが人に幸福をもたらすことはありません。「それは知恵が多ければ悩みが多く、知識を増す者は憂いを増すからである。」（伝道の書1:18）　神からの知識と知恵だけが、人の心を満足させ、真の知恵と知識で満たし、その人を健康にし、長生きさせます。そして神の祝福をもたらすのです。

　　したがって、真の教育においてはまず第一に、神こそが、御子イエスと聖霊の働きを通して、すべての真実と知恵の源であることを、認めなければなりません。さらに、永遠の命と救いのための道と計画は、聖書の中にあり、真の知識と知恵を求めている人は誰でも、聖書にある神の御言葉をじっくり読み、学ばなければならないということも認める必要があります。「御言葉が開けると光を放って、無学な者に知恵を与えます。」（詩篇119:130）

　　神の御言葉を祈り深く勉強することと、イエスと聖霊に心の中に住んでいただき、すべての真理、知識、理解へと導いてもらうことによって、私達は、最も重要で報いのある、必要不可欠な教育を受けることができるのです。

１２．私達の子供達には、ユニークな学習の機会が与えられています。

　　私達の子供達は、他の人達と協調的な宣教師生活をしていることから、学校教育に依存している子供には得られないような、沢山のユニークな学習の機会が与えられています。ある意味で、私達の子供達は、多くの面で最善のものを持ち合せています。家庭生活、学校生活、家族、仕事、それに教会などの良い点を数多く持っているのです。社会では、様々な異なる施設に分かれているものが、このユニークな家庭環境には幾つも揃っており、私達の子供達は、そのすべてに接することができます。子供達は親の職業を見、またそれに参加して学びますし、友達と共に有益な時間を楽しみ、生涯続く深い友情を育んでいます。彼らは目的を持って生まれてきており、週に１回だけではなく、日々自分達の信条を実践しています。勉学や学習は、活気があり、実用的で目的のある活動です。要するに、私達の子供達は、一般社会の子供達がほとんど経験できないような、有意義で一貫した教育を常に体験しているわけです。彼らは、人との強いきずなや、尊敬、愛、一貫性、それに安心感のある場所で学習しており、家庭教育なので時間も効率的に使えます。

　　私達のホームには、一般の核家族の生活では出来ない学習や、職業訓練のための機会がふんだんにあります。毎日、一般教科の学習のためにも一定の時間を割いていますが、実際面で、私達の子供達は、学習活動や、聖書学習、技術家庭、クリスチャンとしての宣教、読み書き、屋外活動、歌、演技、教育ビデオの視聴、その他数多くのことに、朝から晩まで一生懸命励んでいます。私達の子供達は、教育的にも文化的にも、また精神的にも恵まれた環境で生活しており、それが理由で立派に成長しています。

　　他の教育機関では、私達の献身的な親や教師が、私達の子供達に与えるほどの個人的な注意や世話は、なかなか受けられないことでしょう。子供達に注がれる良質の指導のための正味の仕事量は、他のほとんどの学校や教育施設のそれをはるかに越えています。また、私達の教師や育児係と同じだけの献身や、誠実さ、確信、入念さ、子供達一人一人に注ぐ関心、愛、励まし、忍耐、尊敬、優しく建設的な指導、優れた監督、正直さ、個人的な手本、単純さ、実用性を持ち合わせている人は、一般の給料をもらっている人の中ではまれです。

１３．要　約

　　献身的クリスチャンとして、子供達に神の御心にかなった教育を施し、主の薫陶と訓戒によって育てること（エペソ6:4）は、神に与えられた、親としての権利であり義務だというのが、私達の子供達への教育に対する基本的な姿勢です。私達は、子供達に多面的な教育を与える事で、これを実行に移しています。つまりクリスチャンとしての宣教の訓練、実際的な職業訓練、一般教科を教えると共に、子供達の身体的及び社会的成長を助けているのです。私達のクリスチャンとしての仕事と、協調的な生活様式が、こういった教育目的を達成するための、家庭を基本とした理想的な学習環境を作り出すのに役立っています。

　　　　◆　　　　

　　「あなたの子らは皆主に教えを受け、あなたの子らは大いに栄える。」（イザヤ54:13）

　　「また幼い時から、聖書に親しみ、それがキリスト・イエスに対する信仰によって救いに至る知恵を、あなたに与え得る書物であることを知っている。」（第２テモテ3:15）

　　　　◆　　　　
